
平
成
20
年
度
　
特
別
会
計
予
算
討
論
（
要
旨
）

　

合
併
後
の
大
型
継
続
事
業

も
順
次
、
完
了
に
向
か
う
中

で
、
将
来
、
本
市
の
身
の
丈

に
合
わ
せ
た
予
算
規
模
に
近

づ
け
よ
う
と
す
る
努
力
が
感

じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
市
債
発

行
に
つ
い
て
も
極
力
抑
え
る

方
向
で
努
力
さ
れ
た
こ
と
を

評
価
す
る
。

　

防
災
行
政
無
線
の
継
続
整

備
や
ハ
ザ
ー
ド
マッ
プ
の
作
成
、

　

平
成
20
年
度
一
般
会
計

当
初
予
算
は
、
将
来
に
わ
た

り
、
市
の
財
政
が
危
機
的
状

況
に
陥
ら
な
い
た
め
に
、
財

政
基
盤
強
化
を
図
ろ
う
と
の

市
長
の
決
断
の
も
と
に
、
大

幅
な
見
直
し
が
図
ら
れ
た
。

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

工
場
誘
致
、
道
路
特
定
財

源
確
保
が
「
財
政
基
盤
の
強

化
」
だ
と
言
う
が
、
企
業
誘

致
に
つい
て
は
①
多
額
の
奨
励

金
の
支
払 

②
交
付
税
の
固

定
資
産
税
分
が
減
と
な
り
、

有
効
な
「
市
財
政
基
盤
の
強

化
」
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
ま

た
道
路
特
定
財
源
は
、
国
の

の
説
明
で
あ
る
が
、「
工
場

誘
致
奨
励
金
」
や
「
公
社
や

第
三
セ
ク
タ
ー
へ
の
補
助
金
支

出
」等
は
抑
制・改
善
は
な
く
、

〝
聖
域
〞
と
な
っ
て
い
る
。
一

方
、
子
育
て
支
援
施
策
を
は

じ
め
、
福
祉
の
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
切
り
捨
て
、
切
り
下
げ

　

合
併
時
に
60
億
円
あ
っ
た

基
金
が
「
平
成
22
年
に
は
枯

渇
す
る
」
と
し
て
、「
聖
域

な
く
見
直
し
た
予
算
」
だ
と
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9特別会計総額  119億4,410万円9特別会計総額  119億4,410万円

1企業会計  7億9,046万円1企業会計  7億9,046万円

　 　 　

会　　計　　名

▲

国民健康保険事業特別会計

▲

老人保健事業特別会計

▲

介護保険事業特別会計

▲

市営バス運行事業特別会計

▲

簡易水道事業特別会計

▲

下水道事業特別会計

▲

商品券事業特別会計

▲

土地取得事業特別会計

▲

後期高齢者医療事業特別会計

　　　

▲

上水道事業会計

予　算　額 　

37億620万円

7億3,510万円

29億8,740万円

4,980万円

7億5,710万円

31億2,220万円

1,310万円

1億60万円

4億7,260万円

7億9,046万円

　　　歳出の主なもの
医療諸費、高額療養費の保険給付費等

後期高齢者医療事業に移行（1ヵ月分）

居宅介護及び施設介護サービス給付費等

運行事業費等

施設維持管理経費、公債費等

施設維持管理経費、公債費等

商品券換金代、20年度で廃止になる。

用地取得費

広域連合負担金等

配水設備改良費、第2次拡張事業費等

▼
反
対
討
論 

　 

日
本
共
産
党･

住
民
協
働
市
会
議
員
団       

　  

大
西
　
一
三 

議
員

▼
賛
成
討
論 

　  

丹
政
ク
ラ
ブ     

　  

末
武  

徹  

議
員

  

平
成
20
年
度
一
般
会
計
予

算
と
9
の
特
別
会
計
予
算
、

1
企
業
会
計
は
合
併
後
3
年

目
の
予
算
と
し
て
、大
変
厳
し

い
財
政
事
情
の
も
と
提
案
さ

れ
た
。

　

将
来
へ
の
安
定
的
財
政
運

営
基
盤
構
築
を
目
指
し
て
、

今
ま
で
の
積
み
上
げ
方
式
か

ら
新
し
く
枠
配
分
方
式
を
取

り
入
れ
、編
成
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。各
部
、各
課
が
一
律

6
・
8
％
を
減
じ
る
予
算
編

成
と
な
っ
た
。

　

総
務
、
産
業
建
設
、
厚
生

各
分
科
会
に
お
い
て
慎
重
に

精
査
、議
論
を
重
ね
ら
れ
た
。

各
議
員
の
意
見
は
、
歳
入
に

お
い
て
、
財
源
確
保
の
た
め

の
具
体
的
計
画
性
を
持
っ
て

行
動
指
針
を
た
て
、
一
丸
と

な
って
取
り
組
む
べ
し
と
言
う

意
見
が
大
勢
を
占
め
た
。
具

体
例
と
し
て
（
長
期
間
利
活

用
の
な
い
）
土
地
等
の
財
産

処
分
や
国
・
府
の
補
助
金
な

ど
の
獲
得
、
有
利
な
起
債
活

用
で
あ
る
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
総
枠
配

分
方
式
に
よ
る
欠
点
、
弊
害

が
大
き
い
予
算
案
と
な
っ
た
。

　

先
ず
は
予
算
総
額
を

標
準
財
政
規
模
の
1
・
6

倍
の
2
1
8
億
円
（
昨
年

2
5
0
億
円
）が
妥
当
と
し
、

各
部
を
6
・
8
%
減
じ
た
予

算
配
分
と
し
、
お
金
の
量
で

各
部
を
縛
っ
た
格
好
に
な
り
、

予
算
の
性
質
や
内
容
を
軽
ん

じ
た
結
果
と
な
っ
た
。

　

特
に
市
長
自
身
が
最
も
重

き
を
お
か
れ
公
言
さ
れ
て
き

た
、
少
子
化
対
策
や
障
害

者
や
弱
者
に
対
す
る
施
策
を

後
退
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。

と
す
る
意
見
が
多
数
を
占
め

た
。

　
一
方
、
国
に
お
い
て
は
税

制
改
革
に
お
け
る
道
路
特

定
財
源
や
暫
定
税
率
の
予
算

未
採
決
に
よ
る
交
付
税
未
決

定
な
ど
不
確
定
要
素
に
た
し

て
市
長
は
じ
め
理
事
者
、
議

会
共
々
憂
慮
す
べ
き
事
態
と

し
て
慎
重
に
国
の
動
向
に
注

意
、
監
視
す
べ
き
と
し
、
年

度
途
中
に
お
い
て
も
臨
機
応

変
の
対
応
を
す
べ
し
と
し
た
。

　

市
長
答
弁
に
お
い
て
、
財

政
運
営
の
考
え
方
に
つ
い
て
、

「
入
り
を
量
っ
て
出
る
を
制

す
る
こ
と
を
基
本
中
の
基
本

と
し
て
身
の
丈
に
あ
っ
た
予

算
規
模
を
目
指
し
た
」
と
あ

っ
た
。

　

全
体
に
お
い
て
厳
し
い
総

括
と
な
っ
た
が
、
市
長
が
考

え
ら
れ
る
、
そ
れ
ぞ
れ
各
部

に
お
い
て
量
か
ら
枠
を
決
め

ず
、
内
容
や
質
に
よ
る
縮
減

を
充
分
考
慮
し
て
い
た
だ
き
、

今
後
益
々
高
ま
る
市
民
の
付

託
に
答
え
ら
れ
る
努
力
を
期

待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

「
道
路
計
画
」
次
第
と
言

う
極
め
て
不
安
定
で
他
力
本

願
的
な
も
の
で
あ
る
。
市
自

主
財
源
の
積
極
的
確
保
の
た

め
に
は
、
厳
正
な
市
税
条
例

や
公
有
地
の
管
理
条
例
な
ど

の
適
用
、
運
用
が
必
要
で
あ

る
。

　
予
算
委
員
長

　
総
括
報
告

 

八
木
　
眞 

議
員

将
来
に
向
け
た
総
合
的
な
子

育
て
支
援
策
、
福
祉
・
医
療

面
で
は
、
小
規
模
通
所
授
産

施
設
支
援
費
や
へ
き
地
医
療

を
守
る
た
め
の
医
療
活
動
支

援
、
農
林
水
産
業
振
興
面

に
も
、
各
種
事
業
等
に
、
昨

年
度
当
初
比
と
同
額
若
し

く
は
、
や
や
上
回
る
予
算
で

あ
る
。
安
心
・
安
全
対
策
と

し
て
は
、
橋
梁
保
守
点
検
費

を
計
上
し
て
い
る
。
新
光
悦

村
推
進
事
業
も
本
市
の
活
性

化
の
た
め
有
効
な
事
業
で
あ

る
。
市
民
と
共
に
協
力
し
て

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と

産
官
学
公
の
連
携
促
進
や
景

観
形
成
推
進
事
業
等
に
つ
い

て
も
評
価
す
る
。
以
上
、
全

般
的
に
見
て
、
評
価
で
き
る

当
初
予
算
と
考
え
る
。

導
入
に
伴
い
、
75
歳
以
下
の

世
代
は
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
に
お
い
て
「
後
期

高
齢
者
支
援
金
」
と
し
て
、

保
険
料
を
負
担
す
る
こ
と
に

な
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
所
得
割
、
平

等
割
、
均
等
割
が
少
し
軽
減

さ
れ
る
が
一
方
で
、
後
期
高

保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
」

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

導
入
は
、高
齢
者
を
差
別
し
、

長
寿
を
喜
び
合
え
な
い
社
会

を
つ
く
る
も
の
で
あ
り
中
止
・

撤
回
を
求
め
る
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　「
南
丹
市
後
期
高
齢
者
医

療
事
業
特
別
会
計
予
算
」

お
よ
び
「
南
丹
市
国
民
健
康

齢
者
支
援
金
分
が
新
設
さ

れ
、
所
得
割
が
2
・
5
％
、

平
等
割
が
5
0
0
0
円
、
均

等
割
が
8
0
0
0
円
に
、
40

歳
か
ら
64
歳
の
介
護
納
付
金

が
1
・
8
％
か
ら
2
・
0
％

と
負
担
増
に
な
る
。
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